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２ 教育目標 

（１）学校の教育目標 

地域に根ざし、自らの生き方を主体的に切り拓き、創造性あふれ、国際性豊かな児童の育成を

目指す。 

    ＜心豊かでたくましい子どもを育てる＞ （◎は重点目標） 

     輝く笑顔   （共に生きる力） 

     やりぬく強さ  （たくましく生きる力） 

    ◎進んで学ぶ井口の子 （主体性・実行力） 

児童と教職員・家庭・地域のつながりを軸に「あたたかい学校」づくりを推進する。 

教育目標の達成に向けて、「他者を尊重し、共によりよく生きようとする力」「粘り強く課題

に向き合い、健やかな心身を育む力」「主体的に考え、判断し、行動する力」を育む。 

 

（２）学校の教育目標を達成するための基本方針 

  ア 学校で育成を目指す資質・能力の達成に向けた取組 

（ア）共に生きる力を育成するために 

人権教育、特別の教科 道徳、特別活動、キャリア・アントレプレナーシップ教育を

主軸に、他者を尊重し、共によりよく生きようとする力の育成を目指す。 

（イ）たくましく生きる力を育成するために 

自己の「目標設定」及び「振り返り」の活動を意図的・計画的に行い、粘り強く課題

に向き合い、健やかな心身を育む力の育成を目指す。 

（ウ）主体性・実行力を育成するために 

「自ら考え行動する」場を設定し、問題発見・解決に向けて「目的意識」をもち「自

己決定」を通して主体的に考え、判断し、行動する力の育成を目指す。 

 

イ カリキュラム・マネジメントの推進 

（ア）「にしみたか学園カリキュラム」に基づいた９年間の連続性と系統性のある学習を徹底し、

基礎・基本の定着を図り、人間力・社会力の育成を図る。 

（イ）「三鷹市小・中一貫カリキュラム（更新版）」「にしみたか学園カリキュラム」を有効

に活用し、「知識・技能」の習得、「思考力・判断力・表現力」の育成、「学びに向か

う力・人間性等」の涵養を目指し、個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を図

る。 

（ウ）「にしみたか学園カリキュラム」がカリキュラム・マネジメントの趣旨を生かした教科

等横断的視点による教育内容の組織的配列、教育活動に必要な地域の教育資源等の有効

活用により、実効性のあるものとなるよう評価し、改善を図る。 

 

ウ 資質・能力の育成に向けた授業改善の推進 

（ア）主体的・対話的で深い学びを実現し、子どもの資質・能力の育成に向けた実効的な授業

改善推進プランを作成し、PDCA サイクルに基づく具体的な学力向上の取組を一層推進

する。 

（イ）誰一人取り残さない一人ひとりを大切にする教育の実現に向け、児童の発達の段階や学習

課題等に応じ、教材・教具や学習ツールの一つとして学習用タブレット端末等 ICT を積

極的に活用しながら、資質・能力の育成を図る。「個別最適な学び」の実現及び「協働

的な学び」の深化を目指す。 

（ウ）基礎・基本的内容の定着及び「主体的・対話的で深い学び」に向けた学習の推進により
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確かな学力を育成する。 

（エ）すべての教科において「人権教育」の視点をもち、人権感覚を一層高めるよう努めるとと

もに、「特別の教科 道徳」を要とした道徳教育の推進を図る。授業においては自分の思

いや考えを伝え合う活動を学習に取り入れ、「考え、議論する道徳」の充実に取り組む。

また、「いじめ防止対策」「三鷹市平和の日」等との関連を図りながら道徳の時間を要に

全教育活動を通して「自分も他人も大切にできる」豊かな心の育成を推進する。 

（オ）全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果などをもとに自校の課題を明らかにし、体育指

導、生活習慣の改善を図るとともに、小・中相互乗り入れ授業による中学校保健体育科

教員の専門性の高い指導を活用することで、小学校教員の指導力向上を図るとともに、

系統的な指導を実施する。 

 

エ 小・中一貫教育に関する教育課題への対応 

（ア）学習及び生活の円滑な接続 

中学校の発達段階につなげる学習習慣や生活規範を身に付け、環境の変化による不安や

戸惑いを軽減し、主体的に学び続ける姿勢を育成するために、指導内容や指導方法の系統

性を意識した教育課程を編成する。 

（イ）生活指導、生徒指導、教育支援の継続 

児童一人ひとりの状況や成長の過程を学園内で共有し、支援方針の一貫性を図ることで、

安心して学校生活を送ることができる体制を整える。 

（ウ）９年間での資質・能力の育成 

「にしみたか学園カリキュラム」に基づき系統的に資質・能力を育成することを意識し、

基礎的・基本的な知識及び技能の確実な定着を図るとともに、主体的・対話的で深い学び

の視点に立った授業改善を行う。 

 

オ 学校風土の醸成 

教育目標の実現を目指し、次に表す学校風土の醸成を図る。 

（ア）規律と温かさが両立し、児童が安心して学べる風土 

（イ）児童が主体的・対話的に学ぼうとする風土 

（ウ）学校、家庭、地域が連携し、児童の成長を全体で支える風土 

（エ）学年、分掌、管理職が同じ方向を向き、教職員が協働する風土 

 

カ 学校教育目標の地域との共有及び連携・協働 

（ア）学校教育を通じてよりよい社会を創るという理念及び育成する資質・能力を明確にした

教育課程を保護者及び地域と共有し、人と人とのつながりを意識し、連携・協働を図る。 

（イ）地域の教育力を生かした教科横断的なカリキュラムを開発するとともに、社会に開かれ

た教育課程の確実な実現を図ることで、地域とともにある学校づくりを目指す。 

（ウ）児童・生徒、教員、保護者、地域、コミュニティ・スクール委員会で作成した「にしみ

たかアクションプラン」を活用し、学園３校の様々な交流活動や教育ボランティアの支

援を通して、地域社会の一員としての自覚をもって主体的に行動でき、豊かな人間関係

を築くことができる素地を育成する。 

 

 (３) コミュニティ・スクールを基盤とした小・中一貫教育校としての重点 

ア 「にしみたか学園カリキュラム」に基づく系統的な指導を徹底するとともに、小・中学校が連

携した乗り入れ授業を充実させ、確かな学力の定着を目指し、すすんで考え行動する児童を育
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成する。 

イ 道徳授業や特別活動の充実、キャリア・アントレプレナーシップ教育の視点を取り入れた指導、

交流学習や地域人財を生かした活動を通して、豊かな人間関係を築きながら、自らの個性を生

かし自己実現できる児童を育成する。 

ウ 「Q-U（楽しい学校生活を送るためのアンケート）」を活用した児童の実態把握を行い、いじ

めや不登校の未然防止・早期発見に努める。 

オ 学習用タブレット端末の利活用についての研修を通して教員の授業改善を進めるとともに、

活用型情報モラル教材「GIGA ワークブックとうきょう」の活用を通して児童に正しい情報リ

テラシー及び情報モラルを身に付けるために、児童・生徒代表者会議で決めた「活用のきま

り」の見直しや、ICT委員会を中心とした、「児童が自ら考え実行する」風土づくりを進めな

がら、デジタル・シティズンシップ教育を推進する。 

カ 複雑化・多様化する学校の課題に対応するとともに、新しい時代に求められる資質・能力を

育むために、学園・学校内外の多様な人財のより機能的な活躍を図ることで、学校のマネジ

メントを強化する。 


